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市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

あ
な
た
の
手
で
新
鮮
野
菜
を

あ
な
た
の
手
で
新
鮮
野
菜
を�

あ
な
た
の
手
で
新
鮮
野
菜
を�

丹
精
込
め
て
育
て
た
野
菜
を
収
穫

野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
土
や

自
然
に
親
し
み
、
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
市

で
は
「
市
民
農
園
」
の
利
用
者

を
、
き
ょ
う
一
日
か
ら
募
集
し

ま
す
。

利
用
期
間
は
、
四
月
一
日
か

ら
平
成
十
七
年
二
月
末
日
ま
で

の
約
三
年
間
。
土
作
り
か
ら
、

じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

利
用
説
明
会
を
兼
ね
た
「
家

庭
菜
園
講
習
会
」
も
事
前
に
行

い
、
野
菜
作
り
の
基
礎
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
野
菜

作
り
に
挑
戦
し
、
お
い
し
い
手

作
り
野
菜
と
収
穫
の
喜
び
を
味

わ
い
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
借
り
ら
れ
る
の
は
一

世
帯
一
区
画
ま
で
で
す
。

▽
利
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜

平
成
17
年
２
月
末
日
▽
募
集
農

園
（
区
画
数
）
＝
�
宮
園
３
丁

目
（
95
）
�
名
都
借
（
56
）
�

西
初
石
３
丁
目
（
84
）
�
東
深

井
（
１
０
７
）
�
西
深
井
（
30
）

※
市
野
谷
農
園
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
に
伴
い
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
に
な

り
ま
す
▽
利
用
料
金
＝
年
間
５

０
０
０
円
（
西
深
井
農
園
は
年

間
７
０
０
０
円
）
▽
区
画
面

積
＝
15
平
方
メ
ー
ト
ル
（
西
深

井
農
園
は
30
平
方
メ
ー
ト
ル
）

▽
付
帯
設
備
＝
井
戸
▽
申
し
込

み
＝
「
市
特
定
農
地
貸
付
申
込

書
」（
市
役
所
農
政
課
お
よ
び
各

出
張
所
で
配
布
）
の
往
復
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
２

月
14
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

申
し
込
み
を
▽
利
用
者
の
決

定
＝
２
月
22
日
９
時
30
分
か
ら

文
化
会
館
で
公
開
抽
選
を
行
い
、

結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知

※
現
在
利
用
し
て
い
る
方
の

利
用
期
間
は
、
２
月
末
日
ま
で

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

□問
農
政
課

�
50
―

6
0
8
6

2,045人が大人の仲間入り
友人との再会に
会場に笑顔の花咲く

晴
れ
着
姿
の
新
成
人
が
会
場
に

穏
や
か
に
晴
れ
渡
っ
た
一
月
十
四
日
、

成
人
式
実
行
委
員
に
よ
る
手
作
り
の
成

人
式
が
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
文
化

会
館
は
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
姿
や
新
し

い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
で
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
の

後
、
ホ
ー
ル
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
中
学
校

時
代
の
恩
師
か
ら
の
お
祝
い
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
る
た

び
に
、
客
席
か
ら
は
、「
わ
ぁ
、
懐
か
し

い
」「
変
わ
ん
な
い
ね
」
な
ど
と
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、「
元
気
？
」「
久
し
ぶ

り
」
と
い
っ
た
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

聞
か
れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
と

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
携
帯
電
話
の

番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
た

り
す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭

和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
同
五
十
七

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

市
内
で
は
二
千
四
十
五
人
が
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

「
市
民
農
園
は

一
種
の
社
交
場
」

最
初
は
奥
さ
ん
が
市
民
農

園
で
野
菜
を
作
っ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
会
社
を
定
年
退

職
し
た
の
を
機
に
や
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
松
崎
さ

ん
。「
本
格
的
に
野
菜
を
作

っ
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の

で
、
本
を
見
た
り
、
人
に
教

わ
っ
た
り
し
て
勉
強
し
た
ん

で
す
よ
」
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
こ
の
日
収
穫
し
た
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
も
苗
か
ら
で
は
な

く
種
か
ら
育
て
た
と
い
う
本

格
派
。

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ

て
い
る
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
程
度
で
、
な
か
な
か
地
元

に
友
達
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
て
畑
に
出
て
野
菜
作

り
の
情
報
交
換
な
ど
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
ず
い
ぶ
ん
、

友
達
も
増
え
ま
し
た
。
一
種

の
社
交
場
で
す
ね
。
野
菜
作

り
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な

る
し
、
健
康
に
も
い
い
で
す

よ
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
無
農
薬
で
作

っ
て
い
る
の
で
、
野
菜
に
つ

い
た
虫
を
取
る
の
が
、
毎
日

の
日
課
だ
と
か
。

松崎孝昭さん
（宮園３丁目在住）

2月11日から市内局番が4桁に
電話をかける際はお間違いなく

積 雪 や 凍 結 に
ご 注 意 を ！

市外局番0471地域の市内局番が２月11日から、現在
の２桁から４桁に変更になります。
番 号 変 更 日 時 ２月11日�午前２時から
番号変更対象地域 市外局番0471を使用している地

域
番 号 変 更 方 法

ダイヤル手順の変更
0471地域内の通話は、市内局番の前に「71」を付け
てダイヤルしてください。0471地域外からのダイヤル
手順は変更ありません。
□問総務省関東総合通信局�０３－３２４３－８６３１

今号に掲載の電話番号にかける際も、２月11日以
降は、市内局番の前に「71」を付けてダイヤルして
ください。
【例】市役所の代表番号へかける場合
（現　　　 在）５８－１１１１
（２月11日から）７１５８－１１１１

市外局番 市内局番 加入者番号
（現　　 在） 0471   － △△ －○○○○
（2月11日から） 04    － 71△△ － ○○○○　

5
月
に
新
人
演
奏
会

お
気
軽
に
ご
応
募
を

サ ロ ン
コンサート

月
末
の
金
曜
の
お
昼
、
市
役

所
を
訪
れ
る
市
民
に
、
憩
い
の

ひ
と
と
き
を
贈
る
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
。
こ
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
恒
例
の
新
人
演
奏
会
を
、

こ
と
し
も
五
月
三
十
一
日
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。
音
楽
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
５
月
31
日
�
12

時
15
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
対
象
＝
平
成

14
年
３
月
に
音
楽
大
学
（
同
短

大
）、
音
楽
専
門
学
校
を
卒
業

予
定
で
、
声
楽
、
器
楽
、
作
曲

等
を
専
攻
し
た
方
▽
選
考
＝
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
３
月
19
日
10

時
〜
、
北
部
公
民
館
）
▽
申
し

込
み
＝
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
所
定

の
申
込
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名

（
専
攻
）、
演
奏
曲
目
（
５
分
前

後
）、
作
曲
者
名
、
伴
奏
者
名

（
伴
奏
が
必
要
な
方
の
み
。
演

奏
時
に
各
自
同
伴
の
こ
と
）
を

明
記
し
、
２
月
28
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１

０
６

降
雪
時
の
道
路
や
凍
結
の
危
険
の
あ
る
場
所
で
は
、
ス
リ

ッ
プ
や
転
倒
な
ど
の
事
故
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
積
雪
時
に
は
、
駅
や
幹
線
道
路
な
ど
を
優
先
的
に

除
雪
等
を
行
い
ま
す
が
、
市
内
全
域
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
自
宅
前
や
周
辺
は
地
域
で
協
力
し
、
除
雪
等
を
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□問
道
路
管
理
課
�
50
―

６
０
９
３

防災行政無線で夕方流れる「家路」のメロディーが、きょうから午後５時に流れます　□問総務課�50－６０６７
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中
高
年
の
再
就
職
を
支
援
す
る

た
め
、
東
洋
学
園
大
学
の
協
力
を

得
て
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

▽
日
程
＝
３
月
１
日
�
・
４
日

�
・
５
日
�
・
６
日
�
・
７
日

�
・
８
日
�
（
全
６
回
）
▽
時

間
＝
10
時
〜
14
時
▽
場
所
＝
東
洋

学
園
大
学
（
鰭
ケ
崎
）
▽
対
象
／

定
員
＝
35
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市

内
在
住
者
で
全
日
程
受
講
で
き
る

求
職
中
の
方
（
前
回
受
講
者
を
除

く
）
／
60
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

加
費
＝
無
料
（
教
材
費
は
自
己
負

担
）
▽
内
容
＝
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ

ュ
を
使
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入

門
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
中
高
年
パ
ソ
コ
ン
講
座
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名
）
を
明

記
し
、
２
月
12
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市

役
所
商
工
課
へ
※
重
複
申
し
込
み

不
可□問

商
工
課
�
50
―

６
０
８
５

清
美
園
で
は
、
二
月
十
六
日
ま

で
ご
み
焼
却
炉
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
二
基
あ
る
焼
却
炉

の
う
ち
一
基
を
点
検
す
る
た
め
、

一
基
の
み
で
二
十
四
時
間
の
焼
却

運
転
を
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
処

理
能
力
が
通
常
の
半
分
と
な
る
の

で
、
一
層
の
ご
み
減
量
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
ご
み
の
祝
日
収
集
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
十

一
日
も
通
常
ど
お
り
ご
み
収
集
を

行
い
ま
す
。

□問
清
掃
事
務
所
�
54
―

５
５
０

１

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
だ
け
の
世

帯
等
に
な
っ
た
と
き
は
、
児
童
扶

養
手
当
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

な
お
、
請
求
権
に
は
五
年
の
時

効
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。【

対
　
象
】

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
、
父

と
生
計
を
共
に
し
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺
族

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
を
除

く
）③

父
が
一
定
以
上
の
障
害
状
態

に
あ
る
児
童
（
障
害
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
を
除
く
）

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童⑤

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

⑥
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
そ
の
他

※
①
〜
⑦
と
も
、
児
童
は
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

と
同
支
部
流
山
市
地
区
奉
仕
団

で
は
、
出
産
準
備
ま
た
は
育
児

中
の
方
を
対
象
に
「
パ
パ
・
マ

マ
の
た
め
の
赤
十
字
救
急
法
ス

ク
ー
ル
」
を
開
き
ま
す
。

子
ど
も
は
、
具
合
が
悪
く
て

も
そ
の
容
体
を
う
ま
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

は
、
子
ど
も
の
容
体
に
応
じ
て

適
切
な
処
置
が
取
れ
る
よ
う
に

し
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。今

回
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、
事

故
や
け
が
な
ど
の
応
急
手
当
な

ど
実
技
を
交
え
て
行
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
託
児
室
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
23
日
�
13
時

30
分
〜
16
時
▽
場
所
＝
思
井
福

祉
会
館
▽
定
員
＝
30
人(

多
数
抽

選)

▽
参
加
費=

１
人
１
０
０
円(

保

険
料)

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
「
パ
パ
・
マ
マ
の
た
め
の
赤
十

字
救
急
法
ス
ク
ー
ル
希
望
」、
住
所
、

参
加
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど

も
同
伴
の
有
無(

同
伴
の
場
合
、
子

ど
も
の
氏
名
・
年
齢)

を
明
記(

返
信

用
に
も
住
所
、
氏
名
を
記
入)

し
、

２
月
15
日(

必
着)

ま
で
に
〒
２
７
０

―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
社
会
福

祉
課
内
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

部
流
山
市
地
区
事
務
局
へ

□問
社
会
福
祉
課
内
同
事
務
局
�

50
―

６
０
７
９

流
山
市
特
定
疾
病
療
養
者
見
舞
金

支
給
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に

「
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病
」
が
対
象
疾
病
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

療
養
者
ま
た
は
、
そ
の
保
護
者
に

市
か
ら
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
見

舞
金
は
入
院
（
同
月
で
十
五
日
以
上
）

で
月
額
八
千
円
、
通
院
で
月
額
五
千

円
。
手
続
き
方
法
や
必
要
書
類
な
ど

は
、
社
会
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
特
定
疾
病
療
養
者
見
舞
金

は
、
今
回
の
追
加
で
五
十
種
類
の
疾

病
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

□問
社
会
福
祉
課
�
50
―

６
０
７
９

清美園清美園の�
焼却炉焼却炉を�
オーバーホール�

清美園の�
焼却炉を�
オーバーホール�

市内の学童保育所では、4月から

入所する児童を募集しています。

学童保育所は、小学1～3年生の

児童を、両親が共働きなどの理由

で下校後、家庭保育ができない場

合に預けることのできる施設です。

□問児童家庭課�50－６０８２

毎回好評の「市民のためのわかり
やすい法律講座」を、３月５日に文
化会館で開きます。
今回は、市民からの相談事例の多
い「相続・相続税」をテーマに、弁
護士、税理士を講師に招いて講演を
行います。
また、講演終了後には、受講者か
らの質問も受け付けます。
類似の心配ごとをお持ちの方はも
ちろん、生活上の一般教養としての
受講もお勧めします。
お気軽にご参加ください。
▽日時＝３月５日�13時～17時▽
場所＝文化会館▽対象／定員＝市
民／50人（先着順）▽申し込み＝き
ょう１日から電話で秘書広報課へ
□問秘書広報課�50－６０６３

求
職
中
の
方
を
対
象
に

3
月
1
日
か
ら
東
洋
学
園
大
学
で

母
子
家
庭
な
ど
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
支
援

〜
申
請
は
随
時
受
け
付
け
〜

乳
幼
児
の
救
急
法
を
学
ぼ
う

万
一
の
事
故
に
適
切
な
処
置
を

今
月
11
日（
祝
日
）も

ご
み
収
集
を
行
い
ま
す

中高年
パソコン講座

市民のための
わかりやすい法律講座

児童
扶養
手当 テーマは「相続・相続税」

申し込みはお早めに

特定疾病療養者見舞金

対象疾病に
「ライソゾーム病」を追加

好
評
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

【公立】 
 
学童保育所名 

江戸川台子どもルーム�

�５４－２２７７�

申込期限 申し込み先 対象学校区 

２月2２日�児童家庭課�

�

江戸川台小�

西初石小 

※現在入所している児童も手続きが必要。申し込み用紙�
　は子どもルームでも配布中�

【自主運営】 

学童保育所名 対象学校区 申し込み先 

①たけの子ルーム�
　�７３－９３１３�

東小�
向小金小�

②ちびっ子クラブ�
　�５９－５９２１� 流山北小�

③ちびっ子南クラブ�
　�５０－２６５６� 流山小�

④ひよどり学童クラブ�
　�４５－４４１４� 長崎小�

⑤そよかぜ学童クラブ�
　�５０－５７９７� 八木南小�

⑥山びこルーム�
　�５２－２２３１�

八木北小�
小山小�

⑦あすなろ学童クラブ�
　�５９－７９７０� 南流山小�

⑧ひまわり学童クラブ�
　�５０－３３６６� 鰭ケ崎小�

⑨たんぽぽ学童クラブ�
　�５５－３６３６� 西深井小�

⑩つくしんぼ学童クラブ�
　�５４－２１１４� 新川小�

⑪もりのいえ学童クラブ�
　�５６－０７７８� 東深井小�

※
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
施
設
へ�

学童保育所
4月からの
入所児童を募集中！

31
日
ま
で
。
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
あ
り

□問
児
童
家
庭
課
�
50
―

６
０
８

２
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相　　談� 日　　　　　時� 場　　　所� 問い合わせ�

市 民 相 談 � 市 民 相 談 室 �

消費生活センター�

家 庭 児 童 相 談 室 �

障 害 者 支 援 課 �

ケ ア セ ン タ ー �

ケ ア セ ン タ ー �

南 流 山 セ ン タ ー �

つ ば さ 学 園 �

教 育 研 究 室 �

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所�
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館 �
南 流 山 セ ン タ ー �

勤 労 者 総 合 福 祉 �
セ ン タ ー �

青少年指導センター�

法 律 相 談 �

合 同 相 談 �

不 動 産 相 談 �

登 記 相 談 �

市 政 相 談 �

消費生活苦情相談�

子供悩みごと相談�

福祉住宅改善相談�

子 育 て 電 話 相 談 �

心 配 ご と 相 談 �

教 育 相 談 �

青 少 年 相 談 �

発 達 相 談 �

酒 害 相 談 �

悩 み ご と 相 談 �
（ 人 権 ・ 行 政 ） �

高 年 齢 者 職 業 ・ �
パ ー ト 相 談 �

幼 児 こ と ば の �
相 談 室 �

9：30～16：00毎週月～金曜�

10：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週火～金曜�

10：00～15：00毎週水曜�

９：00～16：30毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

18：00～21：00毎月第４金曜�

10：00～15：00２月８日�

９：30～16：30毎週月～金曜�

９：00～11：30毎週土曜�

10：00～16：00

〃� 〃�

〃�

同相談室�

同センター�
�58-0999

�50-6081

同相談室�
�58-4144

同センター相談室�
�55-5885

同センター相談室�
�58-7830

同学園�

年 金 相 談 �

�54-4822

�50-6081

�50-6079

社会福祉協議会�

指導課�

障害者支援課�

社会福祉課�

�59-4735

�50-6105

障害者支援課�

交 通 事 故 相 談 �

毎週火・木曜　13：00～16：00

13：00～17：00毎月第１水曜�
※要電話予約�

※要電話予約�

税 務 相 談 �

外 国 人 相 談 � 13：00～16：00毎月第４水曜� 〃�

〃�

※予約は1週間前までに�

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談 � ９：30～16：30毎週月～金曜�

８：30～17：00毎週月～金曜�

毎週土・日曜�

江 戸 川 台福祉会館�

向 小 金 福 祉 会 館 �13：00～16：00毎月第２日曜�

10：00～15：00２月19日�

〃�10：00～15：00毎週火曜�
19日・21日を除く※要電話予約�

市 民 相 談 室 �

南 流 山 セ ン タ ー �

〃�

�50-6110
国保年金課�

〃�

〃�

〃�

〃�

内　　容� 期日・受付時間� 場　　　所� 備　　　考�

ハローベイビー�

保健センター�

妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で�
※8日からの参加者は1日までに申し込みを�

もぐもぐ教室�15日　10：15～10：30
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約�

３ カ 月 児 �
健 康 診 査 �

カ ム カ ム �

19日・20日�
　　　12：45～13：45 保健センター�平成13年10月生まれの乳児対象�

1 歳 6 カ 月 児 �
健 康 診 査 �

12日・13日�
　　　12：45～13：45 保健センター�

5日・6日　12：45～13：45 保健センター�

乳幼児健康相談�

3歳児健康診査�

27日　13：00～14：00 保健センター�

平成12年７月生まれの幼児対象�

平成10年11月生まれの幼児対象�

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

27日　13：00～14：00

14日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

育 児 相 談 �

発 達 相 談 �

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参�すくすく健康相談�

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参�

むし歯予防教室�
4日・18日・26日�
※時間は申し込み者
に個人通知�

25日※時間は申し込
み者に個人通知�

保健センター�
2歳2カ月児対象（26日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを�

食 事 相 談 � 保健センター�生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。18日までに申し込みを�

成人健康相談�
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参�

リハビリ教室�

4日・18日・25日�

20日・27日�

10：00～�
水曜コース�

10：00～�

保健センター�

保健センター�

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを�

療 育 相 談 �28日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参�

発 達 相 談 �28日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約�

心の健康相談�1日・8日・15日・22日�14：00～16：00
柏 保 健 所 �精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約�

保健センター�

保健センター�

9～12カ月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約�キ ッ ズ �

北 部 公 民 館 �27日　10：00～15：00

21日　  9：45～10：00 南流山福祉会館�

21日　  9：45～11：00 南流山福祉会館�

相談あんない�

保健あんない�

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを�

柏  保  健  所�
�67－1255〈       　 〉�

保健センター�
�54－0331〈       　 〉�

�58-1616

10：00～15：00毎月第3月曜�
※要電話予約�

※要電話予約�

�

月曜コース�

〃�13：00～16：00毎月第２水曜�
※要電話予約�

※要電話予約�

〃�10：00～15：00毎月第3水曜�
※要電話予約�

保健センター�
1日・8日・15日・22日�
　　　12：30～12：50

東 部 公 民 館 �13日　10：00～15：00
保健センター�14日　  9：30～11：30

※8日は9：45～10：00

南流山センター�20日　10：00～15：00

〃�

〃�

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内

科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科

は11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が

当番制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�58－０１１９で確認を

□問休日診療所�55－３４５６

休日の救急医療

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
、

長
年
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が

原
因
の
生
活
習
慣
病
。
自
覚
症
状

が
少
な
く
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
進
行
し
、

気
付
い
た
と
き
に
は
、
手
遅
れ
に

な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
病
気
を
予
防
す
る
に
は
、
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
自
分
で
築
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

食
生
活
、
運
動
、
休
養
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習

慣
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

病
気
を
誘
発
す
る
要
因
と
な
る
の

は
、
食
生
活
の
影
響
が
大
き
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
素
は
、

不
足
し
て
も
過
剰
に
な
っ
て
も
人

体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
病
気
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
毎
日
の
食

生
活
で
ど
の
よ
う
な
食
品
を
ど
の

よ
う
に
調
理
し
て
ど
れ
だ
け
食
べ

る
か
に
よ
っ
て
、
人
の
健
康
は
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
大
切
な
の

は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
取
る

こ
と
で
す
。

【
１
日
30
品
目
の
食
品
が
基
本
】

食
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
栄

養
素
に
よ
っ
て
六
つ
の
食
品
群
に

分
か
れ
ま
す
。
こ
の
六
つ
の
基
礎

食
品
（
下
図
参
照
）
の
中
か
ら
、

少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
種

類
以
上
食
べ
て
、
一
日
三
十
品
目

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
毎
食
ご
と
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

を
持
た
せ
る
】

き
ょ
う
肉
を
食
べ
た
ら
、
あ
し

た
は
魚
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
食

品
群
の
中
で
も
な
る
べ
く
違
う
も

の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
コ
ツ
は
、
一
食
ず
つ
変
化
を

持
た
せ
る
こ
と
で
す
。
朝
、
昼
、

晩
で
な
る
べ
く
異
な
る
素
材
を
使

っ
た
り
、
調
理
法
を
変
え
る
な
ど

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
を
持
た
せ
る
こ
と
で
す
。

【
食
べ
過
ぎ
に
注
意
】

食
べ
過
ぎ
は
、
肥
満
の
も
と
で

す
。
肥
満
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

症
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
生
活
習
慣

病
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。「
バ
ラ

ン
ス
よ
く
、
そ
し
て
食
べ
過
ぎ
な

い
」、
こ
れ
が
健
康
を
維
持
す
る
食

生
活
の
秘
け
つ
で
す
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３

３
１

2月1日～7日は生活習慣病予防週間

保健センターでは、日ごろからバランスの取れた食生活を心掛け、生活習慣
病を予防してもらおうと「栄養教室」、「男性のための栄養教室」を開きます。
いずれの教室も、調理実習などもあり、より具体的に生活習慣病予防のた
めの食生活について理解することができます。
ぜひ、この機会に正しい食生活を身に付け、生活習慣病の予防に役立てま
しょう。
【栄養教室】
▽期日／テーマ＝①２月26日�／骨粗しょう症予防②２月28日�／高脂血
症予防▽時間＝いずれも10時～13時▽場所＝保健センター▽内容＝講義と調
理実習▽対象／定員＝市民／30人（先着順）▽参加費＝450円（材料費）▽持
ち物＝エプロン、三角巾、ふきん、筆記用具▽申し込み＝開催日の６日前ま
でに電話で保健センターへ
【男性のための栄養教室】
▽期日／テーマ＝３月７日�／自分の健康は自分で守ろう▽時間＝10時～
13時▽場所＝保健センター▽内容＝講義と調理実習▽対象／定員＝男性市
民／30人（先着順）▽参加費＝450円（材料費）▽持ち物＝エプロン、三角巾、
ふきん、筆記用具▽申し込み＝３月１日までに電話で保健センターへ
□問保健センター�54－０３３１

正しい食生活を身に付けよう！
保健センターの栄養教室に参加を

柏
保
健
所
で
は
、
毎
月
第
三
水

曜
日
に
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
や

診
断
書
の
作
成
を
行
う
な
ど
の
一

般
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
月
か
ら
は
予
約
制
に
な
り

ま
す
。
予
約
は
、
当
該
月
の
一
日

（
保
健
所
が
休
み
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）
か
ら
健
康
相
談
の
前
日
ま
で

に
、
電
話
で
柏
保
健
所
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
毎
月
定

員
（
八
十
人
）
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
医
療
機
関
で
も
行
い
ま
す

の
で
、
詳
細
は
各
医
療
機
関
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
柏
保
健
所
�
67
―
１
２
５
５

一
般
健
康
相
談

き
ょ
う
か
ら

電
話
予
約
制
に

高齢者のインフルエンザ予防接種は、今月28日まで指定医療機関で実施中　□問保健センター�54－０３３１

6つの�
基礎�
食品�

第1群� 第4群�

第3群� 第6群�

第2群� 第5群�

魚、肉、卵、大豆など�

緑黄色野菜（にんじん、ほうれん草、小松菜など）� バター、マーガリン、サラダ油など�

乳製品、海藻類、骨ごと�
食べられる小魚� 米、パン、いもなど�

たんぱく質�
ビタミンC

糖質�カルシウム�

カロチン�

（その他に、ナトリウム、鉄、リンなど）�

（その他にビタミンB1,ビタミンＢ2など）�●血液や筋肉などをつくる�

●毛細血管、歯、骨の結合組織を強くする�

●エネルギー源�

脂肪�
●エネルギー源�

●歯や骨をつくる�
●神経の伝達などの調整作用�

●からだのなかでビタミンAにかわる�
●皮膚やからだの粘膜を保護、からだの機能を調整�

淡色野菜（大根、白菜、キャベツ�
など）、果物�



平成14年２月１日（金曜日） （４）

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
間
は
、
今
月
十
八
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
（
松
戸
税
務
署
で
は
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を
す
で
に
受
け
付
け
中
）。
市
で
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
と
、
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
年
末
調
整
を
行
っ
て
い

な
い
方
、
ま
た
、
扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
等
簡
単
な

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
自
書
作
成
に
関
す
る
相
談
と
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
三
月
に
入
る
と
申
告
会
場
の
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
た

め
、
相
談
や
申
告
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
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a
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a
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a
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a
a

a
a

a

aaaaaaaaaaaaaaa

aaaaaaaaaaaaaaa

住
民
税
と
い
わ
れ
る
個
人
の

市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得

（
市
・
県
民
税
申
告
書
や
確
定
申
告

書
、
会
社
か
ら
の
給
与
支
払
報
告

書
な
ど
）
に
基
づ
き
、
市
が
税
額

を
計
算
し
て
納
税
者
に
通
知
し
、

そ
の
通
知
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

期
限
ま
で
に
納
税
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

な
方
】

こ
と
し
一
月
一
日
現
在
の
住
所

が
流
山
市
に
あ
り
、
平
成
十
三
年

中
の
所
得
が
、
�
給
与
所
得
だ
け

で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
�

給
与
所
得
者
で
、
主
た
る
給
与
以

外
の
所
得
の
合
計
額
が
二
十
万
円

以
下
で
あ
る
（
二
十
万
円
を
超
え

る
場
合
は
、
確
定
申
告
が
必
要
）

�
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
て
配

当
所
得
が
あ
る
（
株
式
等
の
み
）

�
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の

所
得
が
あ
る
�
雑
損
控
除
、
医
療

費
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
し
て

い
る
�
平
成
十
三
年
中
に
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
て
い
な
い
�
恩
給
、

年
金
な
ど
の
受
給
者
で
支
払
先
か

ら
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
�
住
所
は
流
山

市
以
外
に
あ
る
が
事
務
所
、
事
業

所
ま
た
は
家
屋
敷
を
流
山
市
内
に

有
す
る
	
平
成
十
三
年
中
、
夫
が

単
身
赴
任
を
し
て
い
る
、
別
世
帯

の
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る



平
成
十
三
年
中
に
病
気
、
失
業
、

廃
業
、
学
生
等
で
所
得
が
な
か
っ

た

―
な
ど
。

な
お
、
税
務
署
に
確
定
申
告
を

済
ま
せ
た
方
は
不
要
で
す
。

所
得
税
は
、
個
人
が
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
一
年
間
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
得
た
収
入
か
ら
経
費

や
各
種
控
除
を
差
し
引
い
た
所
得

に
課
税
さ
れ
る
国
税
で
す
。

確
定
申
告
は
、
納
税
者
が
自
ら

所
得
金
額
や
税
額
、
損
失
額
を
計

算
し
、
期
間
中
（
二
月
十
八
日
〜

三
月
十
五
日
）、
所
轄
の
税
務
署
に

申
告
書
を
提
出
し
て
予
定
納
税
額

や
源
泉
徴
収
税
額
と
の
過
不
足
額

を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
方
】

平
成
十
三
年
中
に
、
�
給
与
収

入
金
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
�

給
与
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額

の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る

�
給
与
支
払
い
を
二
カ
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
�
譲
渡
所
得
が
あ

る
（
各
種
課
税
の
特
例
を
受
け
る

場
合
も
申
告
が
必
要
）

―
な
ど
。

な
お
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
る
方
は
、
登
記
簿
謄

（
抄
）本
（
注
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※（
注
）登
記
簿
謄（
抄
）本
は
、

千
葉
地
方
法
務
局
流
山
出
張
所
が

昨
年
閉
鎖
さ
れ
、
現
在
は
、
同
松

戸
支
局
（
松
戸
市
）
で
取
り
扱
い
中

【
郵
送
で
も
受
け
付
け
】

確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

郵
送
す
る
場
合
は
、
記
入
済
み

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
�
�
�
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所
得
税
の確

定
申
告

2月18日

3月15日
〜

得の有無にかかわらず必ず提出してください。

の入園申請や私立幼稚園就園奨励費補助金の交

税関係の各証明書の交付が受けられません。

民健康保険料の算定資料や、各種扶助給付を受

す。

け付けます。

市役所市民税課

かわらず、市・県民税の申告を

パート収入と税
パート収入は通常、給与所得として取り扱われます。し

かし、年収が103万円以下であれば給与所得控除（65万円）

を差し引いた残額（所得）が38万円以下であるため、所得

税と住民税の計算上で、夫（妻）の配偶者控除の対象とな

ります。また、パート収入が103万円を超えても141万円未

満であれば配偶者特別控除が受けられます。その控除額は

所得額によって調整され、最高38万円まで控除が受けられ

ます（左表参照）。

※年収が103万円までであれば本人の所得税は非課税（住

民税は100万円以下が非課税）

【内職などの収入】

内職や生命保険の外交などをしている場合は、収入金額

から実際に掛かった必要経費を差し引いた残額が雑所得ま

たは事業所得になります。

年金は雑所得
国民年金、厚生年金などの公的年金や生命保険、郵便年

金などといった私的年金を受け取った場合には、雑所得と

して課税対象になります。

公的年金とは、�国民年金法、厚生年金保険法、国家公

務員等の共済組合法などの法律に基づく年金�恩給（一時
恩給を除く）�適格退職年金契約に基づく年金―など。
【年金所得の計算】

公的年金等に係る所得の算出方法は、年齢が65歳以上か

否かで異なります（左表参照）。

私的年金の場合は、収入金額から必要経費（年金支給事

業者から送付される計算書）を引いた額が雑所得の金額で

す。

【公的年金と扶養の判定】

�65歳以上は178万円以下�65歳未満は108万円以下―の
公的年金収入だけであれば本人の所得金額が38万円以下と

なり、他の方の扶養控除の対象となります。

市
・
県
民
税
の申

告

パート収入と税の関係（所得税は平成13年分・住民税は平成14年度分）

公的年金等に係る雑所得の速算表

※配偶者特別控除が受けられる場合､その控除額は配偶者の所得金額に応じ
て異なります｡夫（妻）の合計所得が1,000万円を超える場合は受けること
ができません

65歳未満（昭和12年1月2日以後生まれ）

年金収入金額

～1,300,000円

1,300,001円～4,100,000円

4,100,001円～7,700,000円

7,700,001円以上

（年金収入金額）－（700,000円）

（年金収入金額）×0.75－（375,000円）

（年金収入金額）×0.85－（785,000円）

（年金収入金額）×0.95－（1,555,000円）

公的年金等控除後の金額

65歳以上（昭和12年1月1日以前生まれ）

年金収入金額

～2,600,000円

2,600,001円～4,600,000円

4,600,001円～8,200,000円

8,200,001円以上

（年金収入金額）－（1,400,000円）

（年金収入金額）×0.75－（750,000円）

（年金収入金額）×0.85－（1,210,000円）

（年金収入金額）×0.95－（2,030,000円）

公的年金等控除後の金額

100万円以下
（所得35万円以下）

なる なる
かから
ない

かから
ない

なる なる
かから
ない

かかる

なる ならない
かから
ない

かかる

ならない なる かかる かかる

ならない ならない かかる かかる

所得税･住民税 所得税･住民税 所得税 住民税
パートの収入

配偶者控除の
対象となるか

配偶者特別控除の
対象となるか

自分自身に税金
がかかるか

100万円超～
103万円未満
（所得35万円超～

38万円未満）

103万円超～
141万円未満
（所得38万円超～

76万円未満）

103万円
（所得38万円）

141万円以上
（所得76万円以上）

申
告
の
案
内

〜
申
告
は
期
間
内
に
〜

【
申
告
書
】

市
や
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送

付
し
ま
し
た
。

申
告
が
必
要
な
方
で
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
市
民

税
課
ま
た
は
各
出
張
所
に
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

�
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
の

領
収
書
�
生
命
保
険
料
や
損
害
保

険
料
、
寄
付
金
の
払
込
証
明
書
�

医
療
費
の
領
収
書
	
銀
行
の
口
座

番
号
（
還
付
金
の
振
り
込
み
希
望

者
）

―
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

と
が
あ
り
ま
す

【
申
告
会
場
】

市
役
所
第
ニ
庁
舎
三
階
会
議
室
、

松
戸
税
務
署
（
市
・
県
民
税
の
申

告
は
除
く
）

※
自
家
用
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

【
税
務
署
等
の
出
張
相
談
】

▽
日
程
／
会
場
＝
�
松
戸
税
務

署
の
出
張
相
談
…
２
月
１
日
�
／

文
化
会
館
�
県
税
理
士
会
松
戸
支

部
の
無
料
相
談
＝
２
月
13
日
�
〜

い 合 わ せ
�50―6073
�047―363―1171
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で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

郵
送
す
る
場
合
は
、
記
入
済
み

の
申
告
書
と
控
え
（
ボ
ー
ル
ペ
ン

書
き
）、
そ
の
他
の
必
要
書
類
、
申

告
書
の
控
え
を
返
送
す
る
た
め
の

封
筒
（
切
手
を
張
り
、
差
出
人
の

住
所
・
氏
名
を
明
記
）
を
同
封
し
、

〒
２
７
７
―
８
５
３
３
松
戸
税
務

署
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

混
雑
す
る
申
告
会
場
。
申
告
は
お
早
め
に

市・県民税の申告書は、所得の有

申告がない場合は、保育園の入園

付申請をする際に必要になる税関係

提出された申告書は、国民健康

ける際の基礎資料にもなります。

なお、申告は郵送でも受け付け

【送付先】〒270-0192 流山市役所市

所得の有無にかかわら

税
課
ま
た
は
各
出
張
所
に
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。【

申
告
に
必
要
な
も
の
】

市
・
県
民
税
の
申
告
や
確
定
申

告
に
は
、
�
申
告
書
�
印
か
ん
�

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
�
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
�
自
営
の
方

は
、
決
算
書
ま
た
は
収
支
内
訳
書

者
）

―
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。【

申
告
期
間
・
時
間
】

▽
期
間
＝
２
月
18
日
�
〜
３
月

15
日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
▽

時
間
＝
９
時
30
分
〜
12
時
、
13
時

〜
16
時

※
相
談
希
望
者
が
多
い
場
合
、

受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切
る
こ

文
化
会
館
�
県
税
理
士
会
松
戸
支

部
の
無
料
相
談
＝
２
月
13
日
�
〜

15
�
／
北
部
公
民
館
、
２
月
18
日

�
〜
３
月
１
日
�
／
市
役
所

※
青
色
申
告
や
譲
渡
所
得
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
の
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
。
な
お
、
申
告
書
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
す
。

問 い
市 民 税 課 �5
松戸税務署�0

国 民
年 金

4月から事務の一部が変更に
～保険料の取り扱いが市から国（社会保険庁）へ～

国
民
年
金
は
す
べ
て
の
国
民
を

対
象
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
老
齢
、

障
害
、
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
給

付
を
行
い
、
収
入
が
減
少
し
た
と

き
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
支
給

す
る
制
度
で
す
。
こ
の
国
民
年
金

の
事
務
の
取
り
扱
い
が
、
四
月
一

日
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
分
ま
で
の
年
金

保
険
料
の
納
付
書
は
市
が
発
行
し
、

保
険
料
は
市
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
平
成
十
四
年
度
分
か
ら

は
年
金
保
険
料
の
納
付
書
発
行
や

保
険
料
の
納
付
先
は
国
（
社
会
保

険
庁
）
に
な
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

【
納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
】

社
会
保
険
庁
か
ら
納
付
書
が
届

い
た
ら
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
な
ど

で
納
め
て
く
だ
さ
い
（
平
成
十
四

年
四
月
分
か
ら
の
保
険
料
は
市
国

保
年
金
課
窓
口
、
千
葉
銀
行
流
山

支
店
流
山
市
役
所
派
出
所
で
は
支

払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

【
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
】

金
融
機
関
の
口
座
振
替
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
特
別
な
申
し
出

が
な
い
限
り
、
引
き
続
き
同
じ
口

座
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

郵
便
局
の
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
方
は
、
再
度
郵
便
局
で
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
の
際
は
、
通
帳
、
届

け
出
印
、
年
金
手
帳
を
忘
れ
ず
に

第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
方
の
配
偶
者
で
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
）
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

配
偶
者
の
勤
務
先
に
届
け
出
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
国
民
年
金
制
度
で
は
、

経
済
的
な
理
由
で
、
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、「
免
除
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
新
た
に
「
半

額
免
除
制
度
」
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
年
金
保
険
料
は
月
額
一
万

三
千
三
百
円
で
す
が
、
半
額
を

納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
額

免
除
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
受

給
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
三
分
の
二
の
額
で
計
算
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
学
生
納
付
特

例
が
適
用
さ
れ
る
方
は
、
こ
の

免
除
制
度
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
該
当
し
な
か
っ
た
夜

間
部
、
定
時
制
課
程
、
通
信
制
課

程
の
方
も
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
対
象
と
な
り
ま
す
（
所
得
制
限

あ
り
）。
な
お
、
申
請
は
四
月
一
日

か
ら
市
国
保
年
金
課
窓
口
で
。

納
付
書
の
発
行
や
納
付

先
が
市
か
ら
国
へ

第
３
号
被
保
険
者
に
関

す
る
手
続
き
も
変
更
に

新
た
に
「
半
額
免
除
制

度
」
を
導
入

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
範
囲
が
拡
大

市の国保年金課で手続き�
事業主や共済組合が�
社会保険事務所に手続き�

第１号被保険者…自営業・�
農業・学生などで20歳以上60歳�
未満の方（保険料は個人で納付）�

第３号被保険者…第２号被�
保険者に扶養されている配偶者で�
20歳以上60歳未満の方（保険料は�
配偶者の加入する年金制度が負担）�

第２号被保険者…厚生年金や共�
済組合などに加入している会社員や�
公務員などで65歳未満の方（保険料は�
給料から天引き）�

配偶者の�
就職など�

配偶者の�
退職など�

就職�

退職して�
配偶者の�
扶養に入る�

就職�

退職��

・第１号被保険者に関する手続き（加入手続き、氏名
変更）、年金手帳の再交付など

・国民年金保険料の免除申請の手続き（免除制度、半
額免除制度、学生納付特例制度）

・国民年金に任意加入する手続き
・第１号被保険者期間だけの場合の老齢基礎年金など
の請求手続き

国保年金課の窓口でできる手続き

市内循環バス

「
市
役
所
前
」の

停
留
所
を
一
時
変
更

二
月
十
九
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
市
内
公

共
施
設
間
循
環
バ
ス
の
「
市
役
所
前
」
停
留
所
を

変
更
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
確
定
申
告
の
受
け
付
け

等
の
た
め
、
市
役
所
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
毎
年
一
時
的
に
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、
運
行
時
刻
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利

用
の
際
に
は
、
ご
注
意
を
。

□問
都
市
計
画
課
�
50
―

６
０
８
７

クレスト流山�
マンション�

ライオンズ�
マンション�

旧千葉地方法務局�
　　　流山出張所�

流山市役所�

県
道
松
戸
・
野
田
線�

県道柏・流山線�

至松戸�

至野田�

変更後停留所�

現停留所�

納めに行く手間や、納め忘れを解消！
手続きは金融機関等へ

口座振替は、市税などの納付を金

融機関や郵便局が納税者に代わっ

て、指定された口座から各納期の末

日に自動的に振替納付する制度で

す。

納付をしたいが、仕事などで金融
機関等に行く時間がない―、納期
限に間に合わなかった―など、

「つい、うっかり」のないように、

ぜひ、口座振替をご利用ください。
【口座振替できる市税等】

固定資産税・都市計画税、市・県

民税（特別徴収を除く）、軽自動車

税、国民健康保険料、介護保険料

（特別徴収を除く）、し尿処理手数料
【手続き】

取り扱い金融機関や郵便局、各担

当課に備え付けの「流山市市税等口

座振替依頼書」に必要事項を記入し、

口座の届け出印を押印し、取り扱い

金融機関または郵便局の窓口に、振

替開始を希望する期の納期限の40日

前までに申し込んでください。

なお、保育所の保育料や、上下水

道の料金等も口座振替ができます。

詳しくは各担当課へ問い合わせを。

問い合わせ先 電話番号

市 税 税 制 課

国保年金課

清掃事務所

児童家庭課

水 道 局

50-６０７２

50-６０７７

54-５５０１

50-６０８２

59-５３１１

し尿処理手数料

保 育 料

上下水道の料金等

国民健康保険料・

介 護 保 険 料

国民年金保険料の納付について

平成13年度分
（平成13年４月～平成14年3月）

の年金保険料

流山市発行の納付書を使って納
めてください

国（社会保険庁）発行の納付書を
使って納めてください※流山市で
は納付書を発行できません

国（社会保険庁）発
行の納付書を使って
納めてください

平成14年度分
（平成14年４月以降）

の年金保険料

保険料
納付する月 平成14年３月まで 平成14年４月 平成14年５月以降

被保険者の種別が変わるときの手続き

□問国保年金課

�50―6110

松戸社会保険事務所

�047―345―5515
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★印のあるものは市主催のものです�

市民ギャラリー�
今月の展示�今月の展示� 講

座
・
講
演

【
平
成
13
年
発
掘
調
査
速
報
展
（
4
日
�
〜
27
日
�
）】

平
成
13
年
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
、
出
土
し
た
縄

文
土
器
や
石
器
・
ヒ
ス
イ
等
の
遺
物
、
図
画
・
写
真
で
展
示
し

ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

２／23�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

ドッジボール大会

オセロ大会

２／16� ドッジボール大会

２／９� ドッジボール大会

マンカラ大会

２／20�
～23�

ラクラククラフト

２／23� エアーホッケー大会

そ
の
他

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
趣

味
を
通
じ
て
仲
間
と
交
流
し
な
が

ら
、
豊
か
で
充
実
し
た
生
き
が
い

を
見
つ
け
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

高
齢
者
を
対
象
に
四
月
か
ら
開
講

す
る
各
種
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

▽
講
座
・
日
程
／
場
所
＝
①
民

謡
…
木
曜(

全
20
回
）
／
東
深
井
福

祉
会
館
②
水
墨
画
…
金
曜
（
全
20

回
）
／
東
深
井
福
祉
会
館
③
手
芸

…
水
曜
（
全
20
回
）
／
東
深
井
福

祉
会
館
④
園
芸
（
盆
栽
）
…
火
曜

（
全
20
回
）
／
高
齢
者
趣
味
の
家
⑤

陶
芸
…
火
曜
（
全
35
回
）
／
高
齢

者
趣
味
の
家
⑥
陶
芸
…
水
曜
（
全

35
回
）
／
名
都
借
福
祉
会
館
▽
時

間
＝
９
時
30
分
〜
11
時
30
分(

④

は
、
13
時
30
分
〜
15
時
30
分)

▽
対

象
／
定
員
＝
60
歳
以
上
の
市
民
／

②
⑤
は
各
20
人
、
他
は
各
15
人

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無
料

（
教
材
費
は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座

名
・
会
場
を
明
記
（
返
信
用
ハ
ガ

キ
に
も
住
所
、
氏
名
を
記
入
）
し
、

２
月
15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
０
１
流
山
市
東

深
井
９
８
６
―
１
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

□問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
52
―

２
３
７
３

★
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会

よ
り
よ
い
介
護
保
険
制
度
の
活

用
を
目
的
に
介
護
支
援
専
門
員
研

修
会
を
行
い
ま
す
。
介
護
支
援
専

門
員
以
外
の
方
で
も
関
心
の
あ
る

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
20
日
�
14
時
〜

15
時
30
分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
順
）
▽

テ
ー
マ
＝
成
年
後
見
人
制
度
と
権

利
擁
護
▽
講
師
＝
脇
田
康
司
さ
ん

（
弁
護
士
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
介
護
支
援
課
へ

□問
介
護
支
援
課
�
50
―
６
１
０

９
★
家
庭
保
健
講
座

年
齢
と
共
に
増
え
て
き
て
い
る

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
。

▽
日
時
＝
２
月
27
日
�
10
時
〜

11
時
30
分
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／
40
人

（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
豊
島
弘
道
さ

ん
（
整
形
外
科
医
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―
０
３

３
１江

戸
川
を
守
る
会
講
演
会

▽
日
時
＝
２
月
８
日
�
14
時
〜

▽
場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

（
市
川
市
）
▽
定
員
＝
２
６
０
人

（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
椎
名
誠
さ
ん

（
作
家
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
市
川
市
環
境
政
策

課
へ□問

市
川
市
環
境
政
策
課
�
０
４

７
―
３
２
０
―
３
９
７
６

講
演
会
「
Ｄ
Ｖ
根
絶
を
！
」

▽
日
時
＝
２
月
22
日
�
13
時
〜

▽
場
所
＝
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ

ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
定
員
＝
４
５
０

人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
加
藤
洋

子
さ
ん
（
Ｄ
Ｖ
防
止
活
動
家
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
県
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

□問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
40
―
８

６
０
２

緑
の
教
室

▽
期
日
／
内
容
＝
①
２
月
９
日

�
／
ハ
ー
ブ
で
お
風
呂
を
楽
し
も

う
②
２
月
15
日
�
／
シ
ン
ビ
ジ
ウ

ム
を
育
て
て
み
よ
う
③
２
月
17
日

�
／
コ
ニ
フ
ァ
ー
の
上
手
な
育
て

方
と
楽
し
み
方
④
３
月
２
日
�
／

き
れ
い
な
芝
生
を
育
て
る
に
は
▽

時
間
＝
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▽
定
員
＝
①
25
人
②
③
④

は
40
人(

先
着
順
）
▽
場
所
＝
県

立
北
総
花
の
丘
公
園(

印
西
市)

▽

参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
、
①
の

み
６
０
０
円
程
度
）
▽
申
し
込

み
＝
２
月
５
日
10
時
か
ら
電
話
で

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
緑
の
相
談

所
へ□問

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
緑
の

相
談
所
�
０
４
７
６
―
47
―
４
０

３
１★

流
山
都
市
計
画
公
園
の
関
係

図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
１
月
25
日
付
け
で
都

市
計
画
公
園
と
し
て
追
加
し
た
西

平
井
４
号
公
園
の
関
係
図
書
の
縦

覧
▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
場

所
＝
公
園
緑
地
課

□問
公
園
緑
地
課
�
50
―
６
０
９

２
★
手
賀
沼
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
計
画
の
一
部
変
更
に
係
る

関
係
図
書
の
縦
覧

▽
変
更
内
容
＝
雨
水
区
域
の
追

加
▽
期
間
＝
事
業
完
了
の
日
ま
で

▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
場

所
＝
下
水
道
業
務
課

□問
下
水
道
業
務
課
�
50
―
６
０

９
６★

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

整
備
区
域
等
に
係
る
都
市
計
画
下

水
道
の
関
係
図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
変
更
し
た
都
市
計
画

下
水
道
（
江
戸
川
左
岸
及
び
手
賀

沼
の
両
流
域
関
連
公
共
下
水
道
）

の
関
係
図
書
の
縦
覧
▽
時
間
＝
８

時
30
分
〜
17
時
（
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
）
▽
場
所
＝
下
水
道
業

務
課□問

下
水
道
業
務
課
�
50
―
６
０

９
６

縦
　
覧

★
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
サ
ー

ク
ル
会
員
の
募
集

▽
サ
ー
ク
ル
／
活
動
日
＝
①
華

道
（
草
月
流
）
／
第
２
・
４
水
曜

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
月
４
回
火
曜

③
料
理
Ａ
／
第
３
月
曜
④
料
理

Ｂ
／
第
２
・
４
木
曜
⑤
男
の
料

理
／
第
２
・
４
金
曜
⑥
写
真
／
第

２
火
曜
・
第
３
日
曜
⑦
着
付
け
／

第
１
・
３
水
曜
⑧
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
／
第
１
・
３
・
４
火
曜
、
第
２

水
曜
⑨
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
／

第
１
・
３
月
曜
⑩
気
功
太
極
拳
／

第
１
・
２
・
３
水
曜
⑪
フ
ラ
メ
ン

コ
／
第
１
・
３
金
曜
⑫
ス
ペ
イ
ン

語
／
月
４
回
月
曜
⑬
社
交
ダ
ン
ス

／
月
４
回
木
曜
⑭
ヘ
ル
ス
ボ
ー
ル

と
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
／
月
４
回
木

曜
⑮
草
木
染
め
／
第
３
火
曜
▽
時

間
＝
一
部
を
除
き
18
時
50
分
〜
20

時
50
分
▽
受
講
料
＝
無
料
（
教
材

費
な
ど
は
自
己
負
担
）
※
月
会
費

あ
り
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�
59
―

０
７
９
８
（
月
〜
金
曜
13
時
〜
20

時
、
土
・
日
曜
９
時
〜
16
時
）

国
際
マ
ナ
ー
を
楽
し
む
会
（
市

国
際
交
流
協
会
主
催
）

毎
年
好
評
の
国
際
マ
ナ
ー
を
楽

し
む
会
。
今
回
は
、「
ソ
ム
リ
エ
を

囲
ん
で
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
」
と

題
し
て
実
施
し
ま
す
。
ワ
イ
ン
に

興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
２
月
17
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー

▽
会
費
＝
１
０
０
０
円
▽
定
員
＝

30
人
（
多
数
抽
選
）
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
国
際
マ
ナ

ー
を
楽
し
む
会
参
加
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
２
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
企
画
調
整
課
内
国
際
交
流
協
会

事
務
局
へ

□問
企
画
調
整
課
内
同
事
務
局
�

50
―
６
０
６
４

ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ▽

日
時
＝
２
月
24
日
�
13
時
30

分
〜
16
時
▽
会
場
＝
県
立
流
山
青

年
の
家
▽
内
容
＝
ス
チ
ー
ル
ド
ラ

ム
を
実
際
に
演
奏
し
た
り
、
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
を
聴
く
▽

対
象
／
定
員
＝
小
学
生
以
上
の
初

心
者
／
20
人
（
聴
く
だ
け
の
場
合

は
１
０
０
人
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
県
立
流
山

青
年
の
家
へ

□問
県
立
流
山
青
年
の
家
�
59
―

２
０
０
４

小
型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行

こ
の
法
律
は
、
小
型
船
舶
を
登

録
し
、
所
有
権
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
14
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
総
ト
ン
数
20
ト
ン
未

満
の
船
舶
。
た
だ
し
、
漁
船
等
一

部
に
対
象
外
と
な
る
船
舶
あ
り
。

登
録
方
法
等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
。□問

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
本

部
�
０
３
―
３
２
３
９
―
０
８
２

１
平
成
14
年
度
柏
工
業
専
門
校
訓

練
生
の
募
集

▽
募
集
学
科
＝
①
木
造
建
築
科

（
建
築
基
礎
コ
ー
ス
）
②
専
修
建
築

科
（
２
級
建
築
士
受
験
コ
ー
ス
）

③
電
気
工
事
科
（
第
２
種
電
気
工

事
士
受
験
コ
ー
ス
）
④
土
木
科

（
１
・
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受

験
コ
ー
ス
）
⑤
パ
ソ
コ
ン
科(

ビ
ジ

ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
基
礎
コ
ー
ス
・
建

築
Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
）
▽
授
業
時

間
＝
18
時
30
分
〜
21
時
（
４
月
〜
、

パ
ソ
コ
ン
科
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ

ン
基
礎
コ
ー
ス
の
み
昼
間
も
あ
り
）

▽
定
員
＝
12
人
よ
り
（
学
科
に
よ

り
異
な
る
。
先
着
順
）
※
募
集
期

限
は
３
月
15
日
。
受
講
料
等
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
柏
工
業
専
門
校
�
44
―
６
６

８
１

２／23�

２／16�

乳幼児期の子どもを持つ方の出会いと交流の場

子育てサロン
日　時 ２月15日�10時30分～12時

テーマ 親子で絵本を楽しんでいますか？

内 容 図書館ボランティア「栞」の皆さんによる大　

型絵本の読み聞かせや絵本なんでも相談など

□問文化会館�58－３４６２

公共下水道への接続は、お済みですか。
公共下水道は、私たちが使った汚水を道
路に埋めてある下水道管に集め、処理場で
浄化し、きれいな水にして川や海に戻す役
割があります。
しかし、公共下水道が整備され、供用を
開始しても接続しなければ機能を発揮する
ことはできません。将来に向けて、豊かな
水環境を残していくためにも、速やかな公
共下水道への接続をお願いします。
市では、公共下水道へ切り替えるための
資金が不足する方のために、「水洗便所改
造資金融資あっせん及び利子補給制度」を
設けていますので、ご利用ください。
なお、公共下水道への切り替え工事は、
市指定の下水道工事店しかできませんの
で、ご注意ください。
□問下水道業務課�50―６０９６

図書返却ボックスは、2月10日�15時から13日�10時まで閉鎖となります　□問中央図書館�59－４６４６

▽日程＝①２月５日�10時～16時、市役所

②２月13日�15時～16時30分、流山郵便局▽献

血のできる方＝16歳～69歳の健康な方（ただ

し、65歳以上の方は60歳から64歳までに献血経

験がある方）※献血手帳がある方は持参
□問保健センター�５４－０３３１

献血にご協力を献血にご協力を

お済みですか？
公共下水道への接続は・・・

2月は政府の呼び掛けによる�
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句初
鴨
と
覚
し
き
数
で
あ
り
に
け
り
　
　
向
　
小
　
金

関
口
　
條
山

一
灯
が
目
印
峡
の
雪
明
り
　
　
　
　
　
松
　
ケ
　
丘

吉
沢
秀
ひ
ろ

海
中
を
し
た
た
り
昇
る
初
日
影
　
　
　
西
　
初
　
石

斉
藤
登
志
子

懐
を
押
さ
へ
て
を
り
ぬ
雪
女
郎
　
　
　
　

富
士
見
台

後
閑
　
達
雄

水
仙
の
一
輪
挿
し
て
香
る
部
屋
　
　
　
野
　
々
　
下

大
野
　
和
子

【
評
】
一
句
目
　
冬
、
北
国
か
ら
渡
っ
て
来
る
鴨
。
覚
し
き
と
は
多
か
ら

ず
少
な
か
ら
ず
の
数
を
示
す
。
如
何
に
も
初
鴨
ら
し
い
数
の
推
量
で
あ

る
。
ま
だ
環
境
に
馴
染
ま
ぬ
動
き
で
も
あ
る
。
二
句
目
　
童
話
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
思
い
に
駆
ら
れ
る
。
一
つ
の
灯
の
何
と
不
思
議
な

雪
世
界
の
演
出
。
峡
深
く
降
る
音
な
き
雪
の
音
も
心
に
伝
っ
て
来
る
景
色

で
あ
る
。
三
句
目
　
海
中
は
「
わ
だ
な
か
」
と
読
む
。
初
日
が
深
い
海
の

底
か
ら
火
の
玉
と
な
っ
て
昇
る
そ
の
勢
い
と
、
世
界
に
光
明
を
も
た
ら
す

力
強
さ
は
、
新
し
い
年
に
ふ
さ
わ
し
い
快
事
で
あ
る
。
四
句
目
　
雪
女
郎

は
雪
国
に
伝
わ
る
幻
想
の
女
人
。
懐
を
押
さ
え
て
が
意
味
深
長
。
誘
惑
に

負
け
る
と
死
に
至
る
こ
と
も
。
五
句
目
　
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
部
屋
の
整

い
で
あ
る
。
花
も
香
も
清
々
し
い
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌咲
き
初
め
し
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム
香
り
た
ち
幸
便
き
た
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

若
　
葉
　
台
　
中
沢
き
ぬ
こ

わ
が
少
年
等
ぱ
ら
り
と
豆
を
投
げ
つ
け
て
声
を
は
り
あ
げ
「
鬼
は
ー
あ
外
」

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

枯
れ
野
原
に
混
ざ
る
蓬
の
青
あ
お
と
も
う
見
つ
け
た
る
小
さ
な
春
を

向
　
小
　
金
　
佐
藤
　
桃
里

【
評
】
中
沢
氏
　
メ
ル
ヘ
ン
の
名
の
と
お
り
、
可
愛
ら
し
い
花
を
沢
山
付
け
る
洋
蘭

の
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム
、
芳
香
を
放
っ
て
咲
い
て
い
る
こ
の
二
月
十
四
日
ロ
ー
マ
祝
祭

に
は
、
愛
、
友
情
、
感
謝
の
心
を
伝
え
る
女
性
か
ら
の
求
愛
の
日
と
し
て
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
贈
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
つ
つ
春
の
幸
便
で
あ
る
。

森
口
氏
　
節
分
の
夜
、
鬼
を
追
い
払
う
た
め
に
少
年
達
が
投
げ
つ
け
る
福
豆
、〈
声

を
は
り
あ
げ
「
鬼
は
ー
あ
外
」〉
に
平
和
を
希
む
切
な
さ
も
こ
め
ら
れ
、
巧
み
な
言

い
回
し
で
あ
る
。
佐
藤
氏
　
色
彩
の
薄
ら
ぐ
枯
れ
枯
れ
野
に
も
自
然
界
の
四
季
は
摂

理
で
あ
る
、
青
い
蓬
は
そ
こ
か
し
こ
に
芽
生
え
て
き
た
、
小
さ
い
春
を
見
つ
け
た
確

か
な
ま
な
ざ
し
が
伝
わ
る
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

友
よ

平
和
台
　
佐
瀬
　
真
理
子

辛
い
時
に
助
け
て
く
れ
た

涙
が
終
わ
る
ま
で
一
緒
に
い
て
く
れ
た

今
日
は
元
気
か
　
と

気
を
く
ば
っ
て
く
れ
た

そ
ん
な
友
が

病
魔
に
犯
さ
れ
た

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う

何
を
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う

一
生
懸
命
さ
が
す
が

見
つ
か
ら
な
い

あ
ら
ゆ
る
仏
に
願
っ
て

あ
ら
ゆ
る
神
に
願
っ
て

そ
れ
で
も
見
つ
か
ら
な
い

た
だ
　
そ
こ
に
は

無
力
な
自
分
が
い
る
だ
け

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】感じたままを飾らず素直に表現し、優しかった

親友の人柄や作者自身の温かい心情、そして病を得

た友を気遣う焦燥感がよく伝わります。終連は作者

が辿り着いた悔しさの実感でしょうが、所詮、人は

非力で真の意味で他者を助けることなどは出来ない

のでしょう。でも精一杯案じて心痛めた気持ちはき

っと通じます。

【
事
例
】

携
帯
電
話
が
一
度
鳴
っ
て
す
ぐ
切

れ
た
の
で
、
着
信
履
歴
を
見
て
か
け

直
す
と
「
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｈ
情
報
…
」
と
言

う
の
で
、
あ
わ
て
て
切
り
ま
し
た
。

職
場
で
こ
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ

ろ
、「
十
万
円
も
の
請
求
を
さ
れ
る
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

も
し
、
請
求
を
さ
れ
た
場
合
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

こ
の
よ
う
な
相
談
が
昨
年
秋
ご
ろ

か
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
通
常
、「
折
り
返
し
電

話
が
欲
し
い
」
と
い
う
合
図
で
使
わ

れ
る
「
ワ
ン
切
り
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
を
利
用
し
て
、
業
者
が
か
け
て
い

ま
す
。

取
引
先
や
知
人
か
ら
か
も
知
れ
な

い
と
思
い
、
着
信
履
歴
を
元
に
電
話

を
か
け
る
と
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ

ヤ
ル
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
、
風
俗
関

係
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

電
話
を
か
け
る
だ
け
な
ら
通
話
料

だ
け
で
済
み
ま
す
が
、
音
声
案
内
に

従
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
と
、
利
用

料
金
を
請
求
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す（
音
声
案
内
を
聞
い
た
だ
け
な
ら
、

支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

「
請
求
金
額
は
少
額
だ
っ
た
が
、

二
カ
月
放
置
し
て
い
た
ら
、
調
査
手

数
料
、
督
促
料
等
の
名
目
で
十
数
万

円
の
請
求
を
さ
れ
た
」
と
い
う
例
も

あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
は
、
知
ら
な
い
着
信
番
号
に
は

か
け
な
い
か
、
非
通
知
設
定
に
し
て

か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
電
話
を
か
け
て
し
ま
い
、

業
者
に
つ
な
が
っ
た
場
合
は
、
住
所

等
の
個
人
情
報
を
聞
か
れ
て
も
、
分

か
ら
な
い
相
手
に
う
か
つ
に
教
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
説
明
を
聞

い
た
う
え
で
利
用
し
た
場
合
は
、
本

来
、
支
払
い
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

請
求
者
が
、
本
当
に
利
用
し
た
業
者

な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け
た

と
き
は
、
①
支
払
わ
な
い
旨
を
伝
え

る
②
自
分
の
個
人
情
報
は
絶
対
に
教

え
な
い
③
架
空
の
請
求
に
は
特
に
注

意
を
す
る
―
―
な
ど
の
対
応
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

見学会（博物館友の会主催）＝①東葛歴史散歩

…2月10日�JR北小金駅9時集合、慶林寺など。参

加費300円。弁当・水筒持参□問相原�74-7751

②我孫子文学散歩…3月10日�JR我孫子駅９時集

合、武者小路実篤旧邸など。参加費300円。昼食代

実費□問山本�53－3958

2002年冬の運河塾「里山の蝶と野草とカエルた

ち」（利根運河の生態系を守る会主催）＝2月16日

�13時～17時、森の図書館。先着100人。参加費

300円□問新保�54－６７４６

第34回芸能祭　チャリティーカラオケ発表会

（市歌謡演芸連合会主催）＝2月17日�9時30分～17

時、文化会館。入場無料□問土井�58－００９２

流山市書道展（流山市書人協会主催・市教委後

援）＝３月28日�～3１日�９時～17時、文化会館。

入場無料。出品を２月22日まで受け付け□問田村�

59－３９０２

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル
市民伝言板

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�50－６０６３

松 　 戸 　 市

消費生活センター
�58-0999

森のホール２１国際音楽祭
▽日時＝２月26日�19時（開演）～▽場所＝森
のホール21▽入場料＝3000円（学生1500円、全席指
定）
□問森のホール２１チケットセンター�047－

384－３３３１

野 　 田 　 市
パブリックゴルフ場で昼食込パック
▽期間＝３月末まで▽料金（税・昼食代込

み）＝①けやきコース…9700円（平日）、14700円
（土・日曜、祝日）②ひばりコース…6600円（平日）
□問けやきコース�38－１１１３／ひばりコース
�38－１１１２

柏 　 　 　 市
県民芸術劇場柏公演　モーツァルト名曲コンサ
ート
▽日時＝３月23日�15時（開演）～▽場所＝ア
ミュゼ柏▽入場料＝3500円（全席指定）
□問柏市文化課�67－１４９４

我 孫 子 市
宝くじサウンドスペシャル～東京ポップスオー
ケストラ～「服部克久と夢のひととき」
▽日時=３月16日�18時30分（開演）～▽会場=
我孫子市民会館▽入場料＝3500円（Ｓ指定）、3000
円（A指定）、2500円（B自由）※Bに限り高校生以
下2000円
□問我孫子市文化課�85－１１５１

迷
惑
電
話
「
ワ
ン
切
り
」
に
ご
用
心

豊書道会＝毎週水曜９時30分～11時、第2コミュ

ニティホーム□問萩原�45－７３４０

江差追分会＝毎週木曜19時30分～21時、主に思

井福祉会館□問吉岡�59－４０９７

マタニティー体操＝毎週水曜10時～11時30分、

初石公民館□問登�55－７３０１

たのしい会（卓球）＝毎週水曜19時～21時、主

に南流山福祉会館□問八木原�59－４９７８

流山ダンス同好会（社交ダンス）＝毎週水曜13

時30分～17時、文化会館□問早川�58－２０１１

健康体操ラムーヴ＝毎週金曜①10時～11時30分、

市民総合体育館②19時30分～20時50分、主に赤城

福祉会館□問元石�59－４００１

ジョリー体操クラブ（健康体操）＝毎週木曜10

時～、初石公民館□問畠中�52－５３２７

コーラス・ベリョーザ（女声コーラス）＝毎週

金曜10時～12時、主に北部公民館□問矢野�54－２

２９６

50才からのコーラス＝毎週金曜10時～12時、主

に流山福祉会館□問永元�50－０６３７

ハングル講座＝第１・３土曜13時30分～15時、

主に文化会館□問小宮�55－０６４７

心で歌う「ふるさとの会」（童謡、唱歌ほか）＝

月2回土曜10時～12時、主に東深井福祉会館□問高橋

�54－６３００

このコーナー
は、近くのまちで
行われる催し物の
情報を皆さんにお
知らせするため、
毎月掲載していま
す。
近くまで出かけ
たときなどに「ぶ
らっ」と立ち寄っ
てみてはいかがで
すか。

このコーナーへの掲載を申し込む際、指定の用紙でない

場合や記載事項に漏れがある場合には、掲載できないこと

もありますので、ご注意ください。
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新
春
の
大
空
に
舞
う
手
作
り
だ
こ

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
た
こ
あ
げ
大
会

こ
と
し
も
市
民
参
加
に
よ
る
市
民
芸

術
劇
場
の
公
演
を
七
月
二
十
七
日
に
文

化
会
館
で
行
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
舞
台
に
立
つ
合
唱
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

今
回
で
四
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
も
、
好
評
の
う
ち
に
「
心
の
歌
」

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
弦
楽
合
奏

団
「
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ム
ジ
ク
ム
・
ウ
ル

ム
」
を
招
き
、
音
楽
を
通
じ
た
国
際
文

化
交
流
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
新
春
の
「
選
挙
啓
発
書
き
初
め
」

作
品
の
審
査
会
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
、
八
木
中
学
校
二
年
の

戸
部
真
菜
美
さ
ん
な
ど
五
人
が
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
作
品
は
、

今
後
の
選
挙
啓
発
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
別
賞
か
ら
金
賞
ま
で
の
入

選
作
品
（
四
十
点
）
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
流
山
店
で
、
今
月
五
日
ま
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
。

〈
敬
称
略
〉

▽
市
長
賞
＝
戸
部
真
菜
美
（
八
木
中

２
年
）
▽
市
議
会
議
長
賞
＝
金
子
真
夕

（
東
部
中
３
年
）
▽
市
教
育
長
賞
＝
金
丸

瑞
生
（
南
部
中
３
年
）
▽
市
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
賞
＝
阿
部
友
里
乃
（
新

川
小
６
年
）
▽
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
会
長
賞
＝
戸
部
千
聖
（
八
木
南
小

４
年
）

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
50

―
６
１
０
０

曲
目
は
、
世
界
中
で
歌
い
継
が
れ
て

い
る
外
国
曲
の
数
々
を
予
定
し
て
い
ま

す
。▽

公
演
日
＝
７
月
27
日
�
▽
場
所
＝

文
化
会
館
▽
募
集
人
員
＝
一
般
40
人
、

小
・
中
学
生
30
人(

経
験
不
問)

▽
練
習

日
＝
３
月
24
日
�
か
ら
週
１
回
程
度(

原

則
、
土
曜
ま
た
は
日
曜)

▽
練
習
場
所
＝

市
内
公
民
館
等
を
予
定
▽
申
し
込
み
＝

２
月
28
日
ま
で
に
電
話
で
社
会
教
育
課

へ
□問
社
会
教
育
課
�
50
―
６
１
０
６

「森の図書館」の愛称で親しまれて
いる北部地域図書館で、今月３日に
「森の図書館・夢コンサート」を開催し
ます。
９回目を迎える今回は、オペラや歌

曲などの声楽曲を独唱や重唱によりお
届けします。
この機会に、図書の利用と併せて森

の図書館・夢コンサートにお出かけく
ださい。
▽日時＝２月３日�13時30分（開場）
～▽テーマ＝声楽特集▽曲目＝モーツ
ァルト歌劇｢ドン・ジョバンニ」より、
「ドン・ジョバンニのセレナーデ」、シ
ューベルト歌曲「シルビアに」ほか▽
出演＝小柴美和さん(ソプラノ)、熊坂良
雄さん(バリトン)、佐藤由花さん(ピア
ノ)▽入場料＝無料▽定員＝80人▽申し
込み＝当日直接会場へ
□問 森の図書館�52―３２００

１月20日に鰭ケ崎の雷（いかづち）神社で、市無形民俗
文化財に指定されている「おびしゃ行事」が行われました。
この行事は、恵比寿や大黒天など七福神の面をつけた当番な
どが、手作りの弓矢で赤鬼と青鬼の描かれた的を射抜き、五
穀豊穣や家内安全を祈願するものです。放たれた矢が見事
に的を射抜くと、境内を埋めた観客からは歓声と拍手がわ
き起こりました。

鬼の的めがけて放つ矢に歓声
鰭ケ崎おびしゃ行事に人の波

真 ん 中 で 割 れ た ！
「 こ と し は 豊 作 」
若衆がヂンガラ餅に汗

新春恒例の「親子たこあげ大会（市青少年育成会議主
催）」が、１月20日、河川敷野球場で行われました。キ
ャラクターの絵を描いたたこや立体だこなど、さまざま
な色や形のたこを持って約700人が参加。当日は、程
よく風が吹く絶好の「たこあげ日和」で、たこは風を受
け、ぐんぐん揚がり、青空に吸い込まれていきました。
大会後には、配られた温かい豚汁やおもちに舌鼓を打っ
たり、防犯ＰＲに訪れたパトカーの前で写真を撮ったり
と、家族や友達と楽しい一日を過ごしました。

一
月
十
三
日
、
三
輪
野
山
の
茂
侶
神
社
で
、
も
ち
の
割
れ
具
合
に
よ

り
農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
行
事
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
勇
壮
な
行
事
を
一
目
見

よ
う
と
、
境
内
に
は
、
見
物
客
約
二
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
神
官
が
上

半
身
裸
の
若
衆
二
十
人
に
直
径
約
五
十
セ
ン
チ
の
も
ち
を
投
げ
入
れ
る

と
、「
も
ち
取
り
」
の
始
ま
り
で
す
。
狭
い
拝
殿
内
を
も
み
合
い
な
が

ら
、
時
に
は
も
ち
を
柱
に
打
ち
付
け
、
た
ち
ま
ち
拝
殿
内
は
熱
気
の
渦

に
。
約
二
十
分
後
に
も
ち
は
割
れ
、
汗
に
輝
く
若
衆
の
前
で
神
官
は
、

も
ち
の
割
れ
口
か
ら
豊
凶
を
占
い
、
行
事
は
終
了
し
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
「
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
」
が
、
一
月
二
十
日
、
初
石

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
和
や
か
だ
っ
た
会
場
も
開
始
時
間
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
緊
張
し
た
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
、
競
技
の
部
は
真

剣
そ
の
も
の
。
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
、
少
し
で
も
早
く
札
を
取
ろ

う
と
、
対
戦
相
手
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
ほ
ど
身
を
乗
り
出
し
、
静
か
な

が
ら
も
熱
い
戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

地域の話題を�
おしえてください�

流山市役所 
秘書広報課 
�50-6063

〒270-0192

和
や
か
な
会
場
に
熱
戦
が
展
開

恒
例
の
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会

戸
部
真
菜
美
さ
ん
が
市
長
賞
に

（
八
木
中
2
年
）

新
春
を
飾
る
選
挙
啓
発
書
き
初
め
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市
民
参
加
の
市
民
芸
術
劇
場

こ

と

し

も

合

唱

団

員

を

募

集


